





















































































































































































































































































































































































	表紙
	目次
	第1章 綜合報告
	(目次)
	1. まえがき
	2. パキスタン概要
	3. 電信電話事情
	4. 通信機能製造工場
	5. 電気通信研究センター概要
	6. 研究項目について
	7. 所感

	第2章 電話交換関係部門研究実用化報告
	(目次)
	1. まえがき
	2. 研究実用化内容
	2.1 交換方式、機器等に関する実用化
	2.1.1 2共同電話
	2.1.2 自動公衆電話機
	2.1.3 加入者線試験器Auto line routiner
	2.1.4 秘書電話stenophone
	2.1.5 集線装置、柱上小自動交換機
	2.1.6 多数共同電話方式Multi party line system
	2.1.7 V.H.F. terminal ralay repeater

	2.2 交換機器、部品の試験、測定等について
	2.2.1 電話機の試験
	2.2.2 カーボンアレスタの測定
	2.2.3 バリスタの測定
	2.2.4 ケーブル事故について

	2.3 研究施設の設置、改良
	2.3.1 無響室の設計および設置
	2.3.2 F-1方式交換機の設置
	2.3.3 研究用備品、部品について

	2.4 諸問題の検討
	2.4.1 S.T.D方式に関するもの
	2.4.2 N.T.TのC400方式の紹介
	2.4.3 ローレンス社クロスバ方式の検討
	2.4.4 αタイプ2共同電話とWIIタイプ多数共同方式との比較検討
	2.4.5 N.T.Tの特番接続の紹介

	2.5 仕様化、標準化に関する問題
	2.5.1 C.B. cum Trunk boadの仕様化
	2.5.2 Acceptance testの標準化

	2.6 その他
	2.6.1 City siren
	2.6.2 Research Committee
	2.6.3 Omnibus telephone system


	3. 今後の研究実用化事項等について
	3.1 研究実用化項目
	3.2 継続調査測定を要する項目

	4. 研究実用化上の注意事項
	4.1 電話交換部門の担務
	4.2 研究実用化上の注意事項

	5. むすび

	第3章 電信関係業務報告
	(目次)
	1. まえがき
	2. 準備作業、設備設計装機その他
	3. 研究作業
	4. パキスタン人に対する所感

	第4章 短波無線部門報告
	(目次)
	1. 概要
	2. 研究項目別の概要
	2.1 同一周波通信方式の実用化
	2.1.1 概要
	2.1.2 研究結果
	2.1.3 今后の研究項目及び問題点
	2.1.4 意見
	2.1.5 所要参考文献

	2.2 10KW、SSB短波無線送信機の設計、組立
	2.2.1 概要
	2.2.2 進渉状況並に結果
	2.2.3 今后の研究項目及び問題点
	2.2.4 意見
	2.2.5 参考文献

	2.3 近距離移動短波無線電話回線の設計
	2.3.1 概要
	2.3.2 設計の概要
	2.3.3 今后の研究項目及び問題点
	2.3.4 意見
	2.3.5 参考文献

	2.4 東西パキスタン短波電話回線の設計調査
	2.4.1 概要
	2.4.2 研究結果
	2.4.3 今后の研究項目と問題点
	2.4.4 意見
	2.4.5 参考文献

	2.5 ARQ電信端局装置の改善
	2.5.1 概要
	2.5.2 研究結果の概要と今后の方針
	2.5.3 意見
	2.5.4 関係文献

	2.6 その他
	2.6.1 東西パキスタン間無線電話回線所要回線数の算出
	2.6.2 東西パキスタン無線電話回線調査報告書に対する回答
	2.6.3 日本大使館、一般情報受信施設の整備


	3. 所感

	第5章 超短波マイクロ波部門業務報告
	(目次)
	1. まえがき
	2. マイクロ波関係
	2.1 経緯概要(表1参照)
	2.2 Rawalpindi-Murree間伝播試験
	2.3 Murree-Muzzafarabad間マイクロ波回線設計

	3. V.H.F.部門
	3.1 経緯概要(表3参照)
	3.2 V.H.F.無線機
	3.2.1 概要
	3.2.2 受信部
	3.2.2.1 中間周波増幅器
	3.2.2.2 高周波増幅器
	3.2.2.3 周波数変換部
	3.2.2.4 振幅制限器
	3.2.2.5 周波数弁別器
	3.2.2.6 低周波増幅器
	3.2.2.7 スケルチ回路

	3.2.3 送信部
	3.2.3.1 変調器
	3.2.3.2 励振―電力増幅器
	3.2.3.3 逓倍段

	3.2.4 入出力回路(制御回路)

	3.3 空中線
	3.4 Rawal pindi-Haripur間VHF伝播試験
	3.5 太陽電池
	3.5.1 基本性能試験
	3.5.2 長期試験
	3.5.3 障害
	3.5.4 実用の見通し


	4. その他
	5. むすび

	第6章 搬送部門報告
	(目次)
	1. まえがき
	2. 研究センター開設までのあらまし
	3. 伝送基準
	4. 同軸ケーブル介在対心線の利用としての双方向中継器(NIC) の実用化
	4.1 双方向中継器の利用
	4.2 双方向中継器の利得測定器の試作
	4.3 沪波中継線輪の設計と試作
	4.4 双方向中継器の室内実験と伝送基準
	4.5 双方向中継器の適用基準と経済性
	4.6 双方向中継器の温度に対する影響と無人中継所の温度について
	4.7 双方向中継の試作と試験を終了して

	5. 秘話装置付電話の実用化
	5.1 秘話電話機
	5.2 動作の概要
	5.3 沪波器(Ft，Fr)の設計
	5.4 変、復調器に用いたリング変調器の試作と変、復調器用の変成器の設計
	5.5 音声周波トランジスター増巾器
	5.6 搬送周波発振器の試作
	5.7 電源装置の試作
	5.8 試作の結果とむすび

	6. 通話路変換装置の実用化
	6.1 通話路変換装置
	6.2 通話路変換装置の規格
	6.3 通話路沪波器の実用化
	6.4 Norton変換によってCを減少さすこと
	6.5 通話路受信増巾器の設計
	6.6 信号回路の設計
	6.7 端局装置のむすび

	7. S-C搬送電話方式の実用化
	8. むすび
	9. 後任の専門家への引継

	第7章 研究項目(英文・和文)
	(目次)
	LIST OF PROJECTS TO BE HANDLED BY THE TELECOM
	パキスタン電気通信研究センター研究項目表

	裏表紙

